
01

の
協
力
に
よ
り
竣
工
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

南
側
の
大
き
な
開
口
部
と
あ
わ
せ

る
よ
う
に
一
階
に
縁
側
、
二
階
ベ
ラ

ン
ダ
を
設
置
。
太
陽
光
や
風
な
ど
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
恩
恵
に
与
っ
た
設
計
で
す
。
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震
災
に
よ
る
津
波
で
甚
大
な
被

害
を
う
け
た
南
三
陸
町
に
板
倉
の

復
興
住
宅
「
さ
ん
た
ろ
」
が
竣
工

い
た
し
ま
し
た
。
復
興
の
拠
点
と

な
る
南
三
陸
福
興
ま
ち
づ
く
り
機

構
の
事
務
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

南
三
陸
町
は
漁
業
が
盛
ん
な
こ

と
で
有
名
で
す
が
、
実
は
町
の
面

積
の
7
割
を
森
林
が
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
地
域
の
資
源
を
復
興
へ

活
用
し
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
赤
身

が
多
く
良
質
な
南
三
陸
ス
ギ
を
中

心
に
木
材
と
し
て
利
用
、
端
材
や

間
伐
材
は
薪
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ボ
イ

ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
余
す
と
こ
な

く
木
質
資
源
の
利
用
を
す
す
め
る

計
画
で
す
。

　

事
務
所
は
復
興
住
宅
の
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
を
兼
ね
て
お
り
、
た
く
さ

ん
の
地
域
住
民
の
方
に
見
学
に
き

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
震
災

復
興
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

■ 建築概要

◎建物名：板倉の復興住宅モデル さんたろう館（南三陸福興まちづくり機構事務所）
◎用途：復興住宅のモデル住宅を兼ねた事務所
◎構法：板倉構法
◎延床面積： 24 坪　（1階 15 坪、2階 9坪）
◎事業主体： 南三陸福興まちづくり機構
◎設計：安藤邦廣＋里山建築研究所
◎施工：南三陸町建設職組合

木材＋プレカット加工：那賀川すぎ共販協同組合（徳島県）
瓦 ： 安田瓦産業協業組合（新潟県）
薪ストーブ： NPOフォレストサイクル元樹（宮城県）
薪ボイラー：エーテーオー株式会社（愛知県）
合併浄化槽：積水化学工業 株式会社（東京都）

三陸さんたろ全景
上／ 2階は小屋裏を利用した　下／居間は吹き抜けのある大きな空間

上／吹き抜け居間を2階から見下ろす　下／南側の縁側とベランダ
写真／齋藤さだむ

三
陸
さ
ん
た
ろ
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つ
く
ば
市
に
移
築
・
再
生
中
の

古
民
家
が
昨
年
12
月
に
上
棟
を
迎

え
ま
し
た
。
一
階
は
古
材
を
多
く

再
利
用
し
て
い
る
の
で
以
前
と
ほ

ぼ
同
じ
間
取
り
で
す
が
、
新
た
に

板
倉
構
法
で
二
階
を
設
け
、
新
し

い
表
情
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
民
家
の
特
徴
は
、
何
段
に

も
組
ま
れ
た
松
の
梁
組
み
。
土
間

か
ら
見
上
げ
る
と
力
強
く
存
在
感

が
あ
り
ま
す
。
一
〇
〇
年
以
上
屋

根
を
支
え
続
け
、
今
な
お
健
在
で

す
。
松
は
粘
り
が
あ
り
丈
夫
な
木

材
と
い
わ
れ
、
伝
統
的
に
民
家
の

梁
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
松
食
虫
に
よ
る
被
害
や
大
工

仕
事
の
難
し
さ
か
ら
、
近
年
で
は

使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

松
は
建
築
材
料
の
他
に
、
根
は

油
分
が
多
い
の
で
燃
料
と
し
て
、

樹
木
は
家
屋
や
畑
の
防
風
林
と
し

て
、
落
ち
葉
は
農
作
物
へ
の
肥
料

と
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し

た
。
そ
の
た
め
歌
や
俳
句
、
浮
世

絵
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
の
分
野
に

数
多
く
登
場
し
ま
す
。

　

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
活
躍
し

た
松
を
梁
と
し
て
幾
重
に
も
使
う

こ
と
は
家
の
繁
栄
を
あ
ら
わ
し
ま

す
。
ま
た
、
日
本
人
に
馴
染
み
の

あ
る
樹
木
で
大
切
に
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
家
も
再
び
そ
の
伝
統

を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

福
島
県
奥
会
津
地
方
三
島
町
に

板
倉
の
町
家
が
竣
工
い
た
し
ま
し

た
。

　

店
舗
兼
用
住
宅
で
延
べ
床
面
積

52
坪
と
大
き
な
建
物
で
す
。
町
の

メ
イ
ン
通
り
に
面
し
て
お
り
、
間

口
は
狭
く
奥
行
き
が
長
い
町
家
で

す
。 

町
並
み
に
合
わ
せ
、
切
妻

を
正
面
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し

た
。

　

奥
会
津
地
方
は
豪
雪
地
帯
な
の

で
屋
根
の
雪
を
裏
に
落
と
す
こ
と

を
想
定
し
た
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
風
除
室
を
設
け
屋
根
も
切
妻

と
し
て
い
ま
す
。

　

４
m
を
超
え
る
積
雪
に
耐
え
る

よ
う
に
、
板
倉
の
町
家
で
は
ケ
ヤ

キ
の
8
寸
角
の
大
黒
柱
と
四
隅
に

ス
ギ
の
6
寸
角
の
柱
、
小
屋
梁
と

二
階
梁
は
8
寸
角
の
ス
ギ
を
用
い

て
お
り
、
通
常
よ
り
太
い
構
造
材

を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で

す
。
構
造
材
は
徳
島
県
の
木
材
が

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
仕
上
げ
の

床
は
会
津
特
産
の
ク
リ
、
納
戸
の

壁
に
は
地
場
産
業
で
有
名
な
桐
箪

笥
に
つ
か
わ
れ
る
キ
リ
を
、
天
井

板
に
は
樹
齢
二
〇
〇
年
の
ス
ギ
を

用
い
て
お
り
地
域
の
豊
か
な
森
林

資
源
を
活
か
し
た
家
づ
く
り
と
な

り
ま
し
た
。　

「
板
倉
の
町
家
」
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

延
床
面
積　
　

52
坪

構
法　
　
　
　

板
倉
構
法

外
部
仕
上
げ

　

屋
根　
　
　

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
横
葺
き

　

外
壁　
　
　

大
壁
ス
ギ
竪
羽
目
板
張
り

　

外
部
建
具　

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
（
複
層
ガ
ラ
ス
）

内
部
仕
上
げ

　

床　
　
　
　

ス
ギ
本
実
板　

厚
１
寸

　
　
　
　
　
　

ク
リ
板
（
１
階
）

　
　
　
　
　
　

畳

　

壁　
　
　
　

ス
ギ
本
実
板
あ
ら
わ
し

　

内
部
建
具　

木
製
建
具　
　
　
　
　

　

押
入
れ　
　

キ
リ
化
粧
板
仕
上
げ

上／ 1尺× 5寸の上り梁
右／南側隣地から見た外観

薪ストーブを囲む子供たち

※他にも建設場所によって全国の製材所と連携しています。

上棟の様子豪快な出し桁

板
倉
構
法
に
よ
る
2
階

太
く
力
強
い
松
梁

�

杉（
ス
ギ
）日
本
を
代
表
す
る
樹
木
。
本
州
、四
国
、

九
州
に
分
布
。
戦
後
に
数
多
く
植
樹
さ
れ
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
人
工
林
。
造
林
面
積
最
多
。
日
本
各

地
に
有
名
産
地
が
あ
る
。
軽
柔
で
木
目
が
真
っ
す

ぐ
な
た
め
加
工
性
が
よ
く
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
用
い

ら
れ
て
き
た
。
建
築
用
材
で
も
構
造
材
、下
地
材
、

造
作
材
、
天
井
板
と
幅
広
い
。
板
倉
の
家
の
9
割

は
ス
ギ
で
で
き
て
い
る
。

一
般
に
芯
材
と
よ
ば
れ
る
赤
味
が
か
っ
た
中
心
部

の
木
材
は
、
周
辺
部
の
材
と
く
ら
べ
る
と
硬
く
重

く
丈
夫
で
す
。
そ
の
た
め
荷
重
の
か
か
る
柱
や
梁

な
ど
構
造
材
に
用
い
ま
す
。
ま
た
、
比
較
的
水
湿

に
耐
え
る
の
で
土
台
に
適
し
て
い
ま
す
。
周
辺
部

の
材
は
節
が
少
な
く
色
が
白
い
の
で
天
井
板
や
内

装
材
と
し
て
使
い
ま
す
。

ス
ギ
の
場
合
、
大
き
く
分
け
る
と
、
樹
齢
30
〜
40

年
の
木
か
ら
四
寸
角
の
柱
な
ど
構
造
材
を
、
樹
齢

50
〜
60
年
か
ら
落
と
し
壁
用
の
板
材
を
製
材
し
ま

す
。
一
枚
の
天
井
板
や
差
し
鴨
居
な
ど
造
作
材
は

銘
木
と
い
わ
れ
る
一
〇
〇
年
、
二
〇
〇
年
と
樹
齢

を
重
ね
た
ス
ギ
か
ら
切
り
出
し
ま
す
。

日
本
の
製
材
所
は
、
高
温
多
湿
と
い
う
厳
し
い
環

境
の
な
か
、
木
材
を
適
材
適
所
に
使
い
分
け
る
技

術
に
長
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
材
木
を
使

う
こ
と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

里
山
建
築
で
は
茨
城
県
の
上
林
製
材
所
、
震
災
時

に
約
二
〇
〇
戸
の
応
急
仮
設
住
宅
用
の
木
材
を
供

給
し
た
実
績
を
も
つ
徳
島
県
の
那
賀
川
す
ぎ
共
販

協
同
組
合
の
ス
ギ
を
主
に
用
い
て
い
ま
す
。

家
づ
く
り
の
裏
側
⑤
〔
ス
ギ
〕

　

つ
く
ば
市
北
部
、
筑
波
山
の
麓
に
茅
葺
き
小

屋
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
9
月
よ
り
築

一
五
〇
年
の
民
家
を
移
築
。
屋
根
は
茅
葺
き
、

壁
は
土
壁
と
昔
な
が
ら
の
手
仕
事
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
12
月
に
茅
葺
屋
根
の
棟
に
あ
た
る

「
ぐ
し
」
が
完
成
。
棟
に
献
上
す
る
木
「
け
ん

と
う
ぎ
」
も
飾
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
土
壁
づ

く
り
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

茅
葺
小
屋
ぐ
し
祭
り

板
倉
の
町
家
竣
工

きりとび西側は龍の文字

天井板は樹齢 200 年のスギ板一階は硬く丈夫なクリの床板

古
民
家
の
再
生
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編
集
後
記

ま
だ
ま
だ
冷
え
込
む
毎
日
。
事
務
所
土
間
は
薪
ス

ト
ー
ブ
で
暖
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
気
に
な

る
の
が
薪
の
ス
ト
ッ
ク
で
す
。
伐
採
さ
れ
て
い
る

木
を
み
る
と
、「
お
、
い
い
薪
、
ほ
し
い
な
ぁ
」

な
ど
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
K

し
ご
と

設
計
・
設
計
監
理

  ｢

板
倉
の
家｣

：
新
築
、
改
築

  ｢

民
家
再
生｣

：
改
築
、
移
築

  ｢

茅
葺
き｣　

 

：
葺
き
替
え
修
繕
、
新
築

他

  ｢

企
画
制
作
、
調
査
研
究｣

  ｢

地
域
づ
く
り
支
援
活
動｣

ろ
く
ろ
く  

第
六
号
　
二
〇
一
三
年
二
月
二
五
日  

発
行

会
社
概
要

　

里
山
資
源
を
生
か
し
た
居
住
ス
タ
イ
ル
を
探

る
実
践
的
な
試
み
の
場
と
し
て
、
筑
波
山
の
山

裾
に
開
設
し
た
の
が
、里
山
建
築
研
究
所
で
す
。

　

現
代
の
里
山
に
循
環
を
取
り
戻
す
べ
く
考
案

さ
れ
た
板
倉
の
家
を
提
案
し
、
時
代
の
趨
勢
に

よ
っ
て
変
わ
り
続
け
る
民
家
の
現
代
の
か
た
ち

を
探
る
こ
と
が
、
私
達
の
試
み
で
す
。

土壁づくり体験　2012.11
筑波山麓里山体験

　筑波山麓ですすんでいる茅葺き小屋づくり。壁はも
ちろん土壁なので土壁づくりワークショップを開催。
土壁づくりは、竹小舞（たけこまい）という壁の下地
からつくりはじめます。竹を格子状に並べシュロ縄で
しっかりと結わえれば完成。そこにワラを混ぜた土
を塗りつけていきます。
土や竹、ワラなど農村
にある身近な素材でつ
くることのできる土壁
に参加者は驚いていま
した。

三陸さんたろ  2012.12
　
　南三陸の復興住宅とした板倉の家「三
陸さんたろ」を元に里山建築研究所の
提供するモデルプランを拡大。新たに 3
タイプを追加しました。各タイプともに
参考価格を提示。
　小冊子をご用意いたしましたのでお問
い合わせください。

宮清大蔵外トイレ　2012.11

　つくば市北条にある土蔵のなかでも一際大きい
土蔵が宮清大蔵（みやせいおおくら）。大正時代ま
では米蔵として使われてきたこの蔵は、現在では
ウィーンフィルやベルリンフィル等のメンバーが演
奏することで有名なコンサートの場となっていま
す。場所は里山建築研究所すぐそば。コンサートの
際は、大勢の人が集まり盛況なのですが、休憩時間
のトイレが悩みの種
でもありました。ご
依頼をうけて土蔵そ
ばに外トイレを設計
しました。屋根は銅
板葺き、引き戸に古
建具を利用し趣のあ
る外観です。

筑波山麓茅刈り隊　2012.12
筑波山麓里山体験

　茅葺小屋に使われる茅の量は民家一つで６ｔ以上
といわれます。かつては集落のそばに茅場といわれ
るススキの生産の場がありましたが、茅葺き屋根の
減少とともに茅場も減少の一途をたどっています。
建築中の茅葺き小屋でも大量の茅を必要とします。
　素粒子物理学の先端をいく高エネルギー加速器研
究機構（つくば市）は、その広大な敷地にススキ
が群生しており、毎
年ボランティア活動
によって、茅刈りが
行われています。ボ
ランティアに参加し、
刈り取った茅は屋根
の材料として使われ
ました。

茅葺き体験　2012.10 
筑波山麓里山体験

　筑波山麓ですすんでいる茅葺小屋づくり。筑波流茅
手とよばれる茅葺き職人が残るこの地域では独自の技
術が今も受け継がれています。茅葺き屋根は集落全体
の共同作業「結」によって葺き替えられるのが伝統的
でした。そこで近隣の住人や体験希望者を募り茅葺き
体験ワークショップを開催。
　茅葺き屋根は竹の骨組みに茅（ススキ）を綺麗に並
べワラ縄で結びつけていく、というつくりです。縄結
びができなければ茅葺きはできないので、茅葺き体験
ではまず最初に縄結びを覚えることがスタートです。
　縄結びを覚えたら自分で束ねた茅をもって屋根へ
上がります。このみち
60 年以上の親方に教
えてもらいながらの茅
葺き体験。教えてもら
えばだれでも葺くこと
はできるのです。自分
が葺いた箇所がそのま
ま屋根となるので、参
加者のみなさん真剣に
取り組んでいました。
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